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195; Shirai & Kurono1998; 許2006など)が、その多くが単文におけるテイノレ形に関する研究であ
る。名詞修飾節中のノレ形とタ形の習得研究はまだ非常に少ない。一方、日本語の名調修飾節に関す
る習得研究は「関係節の接近可能性階層 (Noun Phrase Accessibility Hierarchy: NPAH) J と「知
覚難易度仮説 (Perceptual Di血culty Hypothesis: PDH) J の観点からの研究が主流であり、テンス









本研究は形式化した名詞「とき J に導かれた従属節(以下、 トキ従属節と呼ぶ)中のテンス・アス
ペクト表現の習得過程を分析する。本研究はこの二つの研究課題を設定し、それに関して四つの調
査を行う。研究課題 l 、研究課題 2 及びそれに関する調査 A、 B 、 C、 D の詳細は表 l のとおりで
ある。
表 1 研究課題 1 、研究課題 2 及びそれに関する調査
研究課題 1 研究課題 2
名詞修飾節中のノレ形とタ形の意味用法 トキ従属節中のノレ形とタ形の習得過程
の習得順序を明らかにする。 を明らかにする。
調査 A 表出課題: OPI 発話資料 調査 C 表出課題: OPI 発話資料
調査 B 理解課題:自然さ評定タスク 調査 D 理解課題:多肢選択式テスト内省課題: r書き換え」タスク 内省調査:質問回答
2. 研究課題 1-調査 A と調査 B
研究課題 l を解明するため、表出課題の調査 A と理解課題・内省課題の調査 B を行った。





















































た理解調査を用いて調査 B を行い、表出課題の調査 A で観察された少数の表現や観察できなかっ
た表現を包括して考察した。その上、「書き換え j タスクの内省調査を行い、競合する言語形式の
有無が意味項目の習得困難度に影響しているかどうかを検討した。
調査 B の被験者は中国の大学に在籍する日本語科 2 年生(日本語能力試験 2 級合格者・日本滞





(2003) などの先行研究を参考に、調査 A で提案したノレ形とタ形の意味用法の分類枠組みに従って
作成した。質問紙はノレ形とタ形の意味分類の 1 項目につき 4 丈ずつ、合わせて12項目 48文から構成





























表出課題 (OPI 発話資料)、理解課題(自然さ評定タスク)及び内省課題 (1書き換え」タスク)
の結果をまとめ、名詞修飾節中のノレ形とタ形の習得順序及びそれに影響する要因を分析し考察を


























3. 研究課題 2-調査 C と調査 D









研究課題 2 に関して、表出課題の調査 C と理解課題・内省課題の調査 D を行った。
調査 C は、中国語母語話者によるトキ従属節中のノレ形とタ形の習得状況を考察した。使用した
























続き的知識 (procedural knowledge) J レベルの知識しか観察されなし、。そこで、調査 D の理解課
題と内省課題により、 トキ従属節のテンス・アスペクト表示に注意を呼びかけるアンケート調査を
用いて、いわゆる「宣言的知識 (dedarative knowledge) J レベノレで学習者の習得状況を考察した。
調査 D はトキ従属節の特徴を踏まえ、長友 (1991)の提唱する「系統的可変モデ、ノレ (Systematic
Variation Model = SVM) J と Bates & MacWhinney (1989) の競合モデノレ (The Competition 











































に基づき立てられた仮説 a は証明されたが、 b は証明されなかった。そして、「競合モデ、ノレ」に基







































粋」、「将来j、「状態・能力J、「過去」、階層 II は「未完了J、「繰返し J、「完了J、「結果状態」、「過
去の状態」、「過去の繰返し」、階層凹は「感覚」、「形容詞的用法」である。
次に、上記コーパスにもとづき、中国語母語話者によるトキ従属節中のノレ形とタ形の習得状況を
考察した。基準時間の観点から、絶対テンス、相対テンス、絶対=相対を表すノレ形とタ形の使用
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頻度、割合を算出し、主文と時間関係の観点から同時と継起関係の分布を考察した。初期学習者は
母語の影響により、ノレ形を多用した。中期の学習者は文末規則に影響され、絶対テンスのタ形を多
く使用した。他方、日本語母語話者は、同時の場合は絶対テンス、継起の場合は相対テンスを取る
傾向が見られた。
最後に、トキ従属節のテンス・アスペクト表示に関してアンケート調査を行った。その結果、従
属節中の形態素が絶対テンス、相対テンスのどちらに基づいても同ーのテンス表示を取り、両方の
解釈が可能なローカルキューの習得は中国語母語話者によって困難ではなく、レベノレに応じて順当
に母語話者の選択結果に近づく傾向が見られた。他方、絶対テンス、相対テンスの違いによりテン
ス表示が異なるグローパノレキューのトキ従属節に関する習得は困難であり、上記の日本語母語話者
とは大きく異なって無秩序な傾向を示す。
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